
平成16年度第5匝】  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）  

感染症定期報告に関する今後の対応について  

1基本的な方針  

運営委員会に報告する資料においては、  

（1）文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血妹分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ   

と。  

2 具体的な方法  

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする。   

①研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」の血嫌分画製剤の使用による症例  

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧（別紙様式第4）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内Jの輸血による症例及び血祭分画製  

剤の使用による感蜘症報告事例のまとめ」を提出するこ  

とから、当該症例にかかる「資料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

資料を作成する。  

（2）発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関   

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま   

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、監急   

性があると考えられるものを除き、その安全対策へめ利用については、引き続き、検討   

主立皇」  

（3）資料概要A及びBについては、平成16年9月の運営委員会から試験的に作M   

後「感染症的報告について（目次）」資料は廃止することとする。   
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感染症定期報告概要  

（平成21年7月28日）  

A 研究報告概要  

平成21年3月1日受理分以降  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  

研究報告のまとめ方について  

1平成21年3月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   



す表面藩事嘗‾  感染症定期報告の報告状況（2008／3／1～2009／5／29）  1999年7月－2008年3月までにNATで検出   

芸会第3掴総l諾莞禁恩讐言誤㌫空き析の紹集・Genoしype2aが凱多〈  

血対Ⅰ D  受理日  番号  感染症（PT）  出典   
新出  

概要  文献  
No．   

90130  2009／4／24  90139  A型肝炎  VoxSanguinis  加熱及び高輪水圧の物理的不活化処理法で4株のA型肝炎ウイル   
2009こ96：14－19  スの不活化を行ったところ、それぞれの処理はHAV感染性を3～  

5loglOの範囲で低下させた。、また、血液製剤のウイルス汚染に対  
する安全性を評価するのにもっとも適した株は、耐熱性のKRM238  
であった。   

90103  2009／3／26  81038  B型肝炎  JH8PatO12008：  スロウニニアで、HB；抗原陰性で抗HBc抗体陽性、抗HB；抗体他力  
48：†022－1025  価陽性、H8VDNA陽性の濃厚赤血球と新鮮凍結血幣を輸血され  

た59歳の患者が4ケ月後に急性B型肝炎を発症した。また同じ供血  
血液由来のRCCの輸血を受けた71歳の患者も7ケ月後にH8V感染  
を掟めた。2例ともドナーと同じ配列を有するジェノタイプDが感染し  
ていた。潜在性B型肝炎ウイルス感染者の血液は杭H8s抗体が腸  
性にかかわらず、感染性を有した。  

▼‾‾‾‾．．、．－‾…‾‾‾‾‾‾－‾‾■‾，▲ 一‾‾】づ－●■■●‾ ●■●－－－ゴJ－－ －【′■一－－－－ヽ■－－－－－し 一｝－■－一一－    90130  2009／4／24  90139  B型肝炎  JM8dViro」  197ト2005年の35年間に虎ノ門 読に来院した急性HBV感染患  
2008：80：1880－  者153名および慢性H8V感染患者4277名について5年間毎のHBV  
1884   ジェノタイプ／サブジェノタイプを調べた。急性感染患者軌ま35年間  

中増加し続けた。慢性感染患者は1986～1990年が最大であった。  
ジェノタイプは急性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、  
β、C型：28．8l、10．3％、59．5％vs3．0％、12．3％、84．5％）。最近では外国  
のサブジェノタイプB2／Baが増加する傾向がある。  

f＝   
‾   
ち前51  2009／5／27  前盲すテ  B型肝炎  Transfusion  嘗轟だほ志蒲韻書蔭僅こ指ぢ石打両者福▽ち前砧頓訂ぎ・  

20（〕8：48：1602－  れた供血者由来の血液成分を輸血された2名の免疫不全患者に  
1808   ついて調べた．受血者1はHBVワクチン接種を受け、抗HB＄キャリ  

アであったが、赤血球輸血後13カ月で急性β型肝炎を発症するま  
で他のH8Vマーカーは全て陰性であった。供血者とH8Vシークエン  
スが一致したため、輸血間違感染と確認された。受血者2は血小  
板輸血を受けたが、感染していなかった。   

90140  2009／4／27  90151  B型肝炎  Tr∂nSfu品川  日本における、不韻性HBV感染（H【！sAg 性）からの輸血による   
Med．2008：18：  
379－381   

2  

一   
自前き石  2009／4／24  盲古寺溺  B型肝炎  ∨oxS即1g山nis  宗紆冒蒜諒橋肺蒜三滝崩≡芸うi箭霹壷妄読者  

2008：95：174－  出感度を上げるために、HBVDNAとHBsAgを同時に濃縮する新規  
18【〉   方法を開発した。ニ価金属存在下でpoly－し－1ysinそでコートした磁気  

ビーズを使用し、ウイルス凝集反応を増強させ、ウイルスを濃縮す  
る方法により、日日VDNAとHBsAglは、最高4－7倍に濃縮された。  
木方法により、EIAとHE3VNATの感度が上昇し、HBsAgELAを用い  
てオカルトHBV感染者40名のうち27名を検出することができた。  

90130  2009／4／24  90139  B型肝炎  日本小児感染  母親がH88Ag  かつ家族内に患者以外のH8Vキャリアが存在   
症学会第40回  する成人及び小児HBVキャリアである7家族を対象とし、HBV全遺  

3              総会・学術集会  伝子解析に基づく分子系統樹を用いて感染源を検索したところ、3      E－20  家族で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの感染は分  
子疫学的に感染経路を証明できた。  

90130  2009／4／24  90139  C型肝炎  第TO回日本  再生不 性 血の54畿女性で、回輸血前検査はHCV抗 陰  
血液学会総会  性、HCVコア蛋白陰性であったが、複数回輸血後、HCVコア輩白  
2088年10月10－  が陽性化したため、遡及調査を開始した。保管検体の個別NATに  
12日   より、1検体からHCV－RNAを検出した。患者と献血者のHCVCore－  

El－E2領域の塩基配列が一致した。日本で20プールNAT導入後、  
初めて確促された輸血によるHCV感染症例である。  

ヒ ■－   －  －■■  ‾ ▼‾▼‾ － ● ‾ ‾‾‾‾－‾‾ 一‾  ‾■‾‾ ‾‾＝＝：とと‾▲‾‾■イ‾－－■‾‾●‾■■■■■一～▲・■■－－－  

90130        C＝nlnfl）CtDIS  ニューヨーク市のE8専tH8r如∩のクリニックかb18豪以上で血中  
2008：47：93卜  HCVPCR腸性の吸引用麻薬常習者38名の暮汁検体および吸引  
934   こ使用したストローを入手し、血液およぴHCVRNAの存在の有無  

を調べた。▲汁検体28例（74瑚、ストロー3例（81）から血液が検出さ  
れ、▲汁検体5例（13射、ストロー2例（5％）でHCVRNAが検出され  
た。HCVウイルスの鼻腔内伝播のウイルス学的妥当性が示され  
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2009／4／24】9013鋸E型肝炎  AABBAnnua‡12005～2007年にゴ  
－ 
一 

、‥ 

9013012009／4／24i9013引E型肝炎   発症し、H［∨通伝子検査の  
2009：48：373－】結果、重複する時期に同じ病棟に入院していた別のE型肝炎患者  

から感染していたことが示唆された。  

E型肝炎  
009／3／26181038  

た。当該ドナーの遡及調査  
の結果、9月6日にも献血を行い、H［VRNAを含有する血小板が路  
血されていた。当該ドナーと韻戚は8月14日にブタの焼肉を食べて  
おり、父親は9月14日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で死亡し  
た。他lこ7名がHEVド易ナ生であった。レシピエントは輸血22日引こ  
AJTが上昇し、HEVが検出された。  

；：；；；‡；；i；三；≡；；；：琵  ■  
至誠呑フ石河前了≡揃ぎ塾甫哀  日本全国でALT高値のため献血不適となった献血者の  

…≡冒…‥48‥2568‾隈誓㌫農蒜㍊鵠繋が㍑められ、いずれ  
……妻妾妻……蔓】要…重責蓮童至芸  好γ6訂一至誠さ花7一計前61ちl盲暫辞儀  

90116】2009／3／30181068＝1HV－8  

苛謂＝＝＝妄諾看≡箭i箭箭蒜「箭  

901451 2009／5／1190184けメリカ  で2DO7年から開始された供血者に対するT c仙Zrスクリ  AABB Annual  

451 2009／5／1190184  

リ／くノソー  

マ症  
2008．48．1862－1シヤーガス病スクリーニング計画を実行し、供血者集団で  

TrYP8nOSOma CrUヱ（T cruヱ）悠染の血清学的鳩性革を邑筍査しrこ亡  
その結果、全体の陽性率は062㌔（1770名中11名）で、最も鳩怪童  
が高かったのはボリビア人であった（102qも）。鳩性者11名中†名  
は、シヤーガス病流行地域に数年問滞在したことのあるスペイン人  
であった。非流行国の高リスク供血者に丁．cruヱ〔スクリーニング検  
査を実施する必要性がある。  

1868   
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‾訂†珂■…訪右折刀丁前古お「弓二わ1ニ天柱‾†声蒜前巨石＝…t■－  で小児を死亡させている原因不  
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2008年9月に、イダ」アで何年か．Sこりにヒトのウエストナイルウイル  
ス（WNV）脳炎が2例報告された。1例呂はF8rraraと80】ognaの間に  

ス  

0IE  

完岩；冒mb8「23●l護憲票数謂クノ豊翳篭写譜驚宗と  

一打丁5訂‾う右前花7重訂前寺前一三帯訂正一間汀訂モ話6蒔引面6す華頂方自∵ラフ碓ジだラ託てモブタ前言ゐ旛蔚ど考言古元首王  

4例の抗体陽性者が確旺されている。現在まで抗体脂性者の也康  
状態は良好であり、過去】2ケ月以内に主だった症状を呈していな  ポラウイルス・レストン株抗体惰性者が確認され、1月30日、さらに   い。  

月3日）  

院詣差置  

弧発性CJD（sCJD）と医学的処置との  性を解明するために  

E翼竜＝  9012引 2009／4／23】90123  

性が感覚異常などの神権症状で入院後、  
こ死亡した。組織学的検査で海綿状変化、  

染  l詫言0090129‾l霊空論認雪空ミ諾諾蒜諾た：ヒトにおいても子宮内胎児  

染  トai120090218．Ol感染嬉し＼患者が報告され、30人が死亡している。また、2008年12  

孟；謂志塩警獣 拍及び感染確定患層はそれぞれl12  
レイクの報告。2008年8  

≡三：；；≡； 
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感染   ‥341  ルス血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり132と推定され  
た。2006年2月の長流行時におけるリスクは、】0万供血あたリ1500  
と最高であった。この期間中、757000人の住民のうち推定312500  
人が感染した。2006年†月から5月の平均推定リスク（0．7％）は．  
C川KVNAT検査による血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダーで  
あった。  
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 CDC／MMWR  9014712009／5／20  

脳炎  12009：58：4－7   

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンおよぴタ  
痩グロブリンの各軍重製造工手呈（低温エタノール分臥鳩イオン交  
クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理およぴウイルスろ過）前の  
検体に加え、各工程での同ウイルスのクリアランスをVeroE6綺胞  
培養におけるTCLD50アツセイおよびRT－PCRで測定した。その紹  
果、全てのエ程が不活化・除去に有効であることが示された。  

；；＝；＝；＝コ；＝三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ；＝＝＝＝＝；；【ここ；；＝＝＝＝；＝こ＝t＝＝＝；＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝】＝ニ＝＝ニ岩∈さ＝＝G＝＝＝コ＝＝＝岩ニ＝＝＝＝王＝＝＝＝｛ミニ＝＝こ＝＝＝＝＝こ言＝∈ニ岩壬＝言＝⊇＝＝＝＝＝＝＝＝ニ王＝言古こ＝芸；壬＝÷ゴ：＝＝＝＝＝  
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一前「－■■さ防毒苅乏†砺寺前】‘㌘；諦‾‾  

日本細菌学会  
第82回総会  
P2－182  

第56回日本ウ  
イルス学会学  
術集会（2008年  
10月27日）  

一；  

Anapl∂SmaPhagocytoph■山mによるアナプラズマ症の本邦初の症  
例．2002－2003年の高知県で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅  
から、2例で、A′Phagocytoph山mに特異的なp44／msp2外接蛋白遺  
伝子群のPCR産物が検出された。  

‾豆古†了†…翫打点乃†栃貯汀  
日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち2例からGagに対す  
る特異的抗体反応が認められ、そのうち1例からは×MRV  
（×帥OtrOPicMu」∨－「8ratedv■rUS）核酸を検出した。また、礎血者  
120例中5例でもGagに対する特異的抗体反応が詑められた。日本  
国内の前立腺がん患者集E中にも×MRV怒染が存在することが示  
唆された。  

邑苛謂≡≡≡三蒜誘汽『；諒訂芋蔓琶芦  の細菌培養スクリーニングを実施した  

…？2…：48：2’77‾l還塁璽蓋蓋警琵蓋富野豊駕慧賀競業三羞 の  

乏扇島￥ヲり群  CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  

；王言＝ニコニ＝こ＝＝＝＝＝  

＝王；芸戎＝ヒ＝＝；；＝  

のリスクのあ  

汚半ヲ  
過工程を含んでいる製斉り（  2009／3／3018†068  

ツフェルト  
ヤコブ病  

スクレイピー263K感染ハムスター  
オン   

ツフェルト ヤコブ病  

好手i罰‾‾‾云硲古フ官フ乏可‾前6誘  

のprepub‖shedonljneに  

ツフェルト ヤコブ病   

至≡］董室室室室童妻室  

i  誌〒≡……三……≡……≡1琶萌箭琶  …；ギミ苧ミ〒〒ミ…  実騒において、BSEは3   



Transfusion  
2008：48：  

SuppIement  
33A  

VoxS抑gUlni5  
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異型クロイ  

ツフェルト ヤコブ病  

米国での古典的CJDを発症した供血者計35名に由来する血液成  

分の受血者430名の遡及調査の結果、弧発性CJDが輸血で伝挿  
する証拠は無く、リスクはvCJDと比較して有意に低かった。  

療を受けていた61歳女性は、1  
9010012009／3／19  月～1998年2月の期間に、後にvCJDを発症した供血者由来の製  

剤を使用していた。この女性の死亡後、剖検により月卑臓、リンパ  
臥脳内のプリオン蛋白を検査したが、検出されなかった。  

福一前  2009／5／1  BMJ2008：337：  

a2622  〈、以下、ランプル鞭毛虫症、カンピロ／くクター症、サルモネラ症、  
結核、流行性耳下腺炎、淋病、C型肝炎、侵望性肺炎球菌疾患、  
川∨の順であった。  2009／4／1引90068  

ツフェルト・l2009年2月17引症状を示していなかった男性血友病患者の剖検時に、異常プリオ  

httpノ／www．fd8． go＞／cber／blood ／fata107，Pdf．  
ヤコブ病  

受血書76件、供血者17件の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52  
件が輸血関連もの、11件が輸血関連性否定できないもの、13件が  
輸血と関連しないものであった。  

栃五を芥℃青フてぺジヲ轟葡吉例石甜奮；1す≦昌盲お†軒な好Cほ首〈  

無かったが、2006年1－10月にはFDAに5例が軸告された。生物学  寄生虫怒 染  
AA日8Annuat  
Maeting and 
TXPO2008－2  

4412009／4／3（〕】901  

的製品逸脱報告サマリーでは、過去】0年間に／くべシア症関連総  
合が68件あり、近年この報告が増加傾向にあることは、バベシア  
症伝偏に係る輸血関連リスクが増加していることを示している。  

諸相－l諾吉；∪叩17’l誓書≡芸琵喜怒野雷蒜豊㌶盈 揮 l28  
2807年の中国における狂  

m∂ilZOO80828．2  ProMED－  688  によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激に増加したことが  
明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年から1996年の間は全国的な  
狂犬病ワクチン接種プログラムにより抑制され、わずか159症例が  
報告されただけであるが、2006年は3279症例と激増した。  

AmJInfoGt  

ControI2008ニ  

36：602  

た16乾の女性が、2週間後に左耳の誠周囲の紅賢および圧痛を呈  
した。膿癌ドレナージ検体の培養および感受†生試験の紹果、両耳  
で著しい緑膿菌の生育が認められた。2＝ヨ間の経口シプロフロキ  
サシン投与により回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく矧こ感染し  
やすい。耳鍼が危族な緑膿菌感染を起こす可能性があることを医  
師は泣言蛙するべきである。  

ヤコブ病l2009＝8＝57二66僅器整数詣選ぶま㌶誤認諾㌢  
米国ミネソタ州の68歳男性が、  

2008：57：1145－  CDC／MMWR  1148  
相月12～21日に手術後の  

輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした後、10月31日に  
発熱を伴う急性血小桔減少症を発現し、1†月3→5日の血液検休  
からPCR及び抗体検査でアナプラズマ症焙染が確言召された。血漕  
ドナーの1人にA．phagocytoph】lum鳩性がPCR及びIFA検査で確㍑  
され、血液ドナーに怒染源が確認された初の事例となった。  

ヤコブ病l2008t）8G221釈した検体を検出することが可能である。  

2009／5／1  

王＝とと＝ゴと＝E＝  

…蔓妻≧墓室董  
＝＝三；こ＝ュこ＝こ＝   蚕痛感好  

Transfusion  

2008こ48：2348－  

2355  及び細菌培養によるスクリーニングが有効な方法であることを示す 報告。  
ヤコブ病  によるヒトヒト間の2次感染後のvCJ口癖原体の性耳lこついて卵べ  

た。その結果、潜伏期間、臨床症状、神桂病理学的特徴およぴ  
PrP型について、VCJD（輸血）接種群はvcJD（BSE）接種群と類似し  
ていた。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な変化  
が起こらないことが明らかとなった．  

＝；＝＝こ＝＝＝＝＝＝ニこ；；；；；こ＝；＝こ＝＝＝＝＝＝； カリフォルニア州におけるコ  

報告数及び入院払  
CDC／MMWR  

2009：58：105－  

109  

は2800～2006年の間毎年増加しており、2007年に減少した。アリ  
ゾナ州は毎年米国のコウシジオイデス症全体の約60％を占めてお  
り、1999年の1．812例（37／10万人）から2006年の5，535例（91／10万  
人）と実質的な増加を示した。米国全休では、1996年のL697例か  
ら2086年の8．917例に増加した，   ‾呑すす町さ行古称一雪■訂61ち「警聖賢1慧莞；㌻愕軍慧讐溜濫認諾慧詔謡莞翳謡 

T■■‾‾‾  

ヤコブ病  




